
要
旨
矢
ロ
ー
ラ
（
一
七
八
七
～
一
八
七
三
）
は
、
群
馬
県
八
幡
八
幡
宮
の
神
職
を
継
ぎ
、
神
官
の
地
位
の
復
権
に
尽
力
す
る
か
た
わ
ら
、
俳
譜
宗

匠
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
多
は
、
は
じ
め
地
元
高
崎
の
平
花
庵
の
点
取
俳
譜
に
遊
ん
だ
と
考
え
ら
れ
、
の
ち
、
天
保
三
大
家
の
一
人
と
称
さ
れ

た
鳳
朗
（
鶯
笠
）
に
出
会
っ
て
か
ら
は
、
そ
の
熱
心
な
門
人
と
な
っ
た
。
芭
蕉
百
五
十
回
忌
の
記
念
と
し
て
、
八
幡
宮
社
前
に
鳳
朗
の
揮
毫
に

よ
る
芭
蕉
句
碑
を
建
立
。
そ
の
後
も
生
涯
に
わ
た
っ
て
俳
譜
宗
匠
・
寺
子
屋
宗
匠
と
し
て
地
域
の
啓
蒙
に
努
め
た
。
矢
口
家
の
蔵
書
に
は
当
主

に
よ
る
書
写
年
代
の
書
き
入
れ
の
あ
る
も
の
が
多
数
あ
り
、
本
稿
は
そ
れ
を
も
と
に
矢
ロ
ー
ラ
の
活
動
を
年
譜
形
式
に
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

一
参
に
よ
る
集
書
は
、
実
際
に
つ
な
が
り
の
あ
っ
た
人
々
と
の
俳
譜
活
動
な
ど
の
交
流
を
通
じ
た
も
の
が
多
く
、
収
蔵
さ
れ
た
俳
書
や
句
稿
は
、

在
村
文
化
の
様
相
を
知
る
上
で
も
有
益
で
あ
る
。

矢
口
一
参
年
譜
稿

Ｉ
上
毛
八
幡
矢
口
家
蔵
書
か
ら
Ｉ

金
田
房
子
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い
つ
さ
ん

や
わ
た

矢
口
一
三
は
、
名
を
以
真
、
通
称
を
牧
太
郎
と
い
う
。
上
州
一
ノ
宮
・
八
幡
八
幡
宮
の
神
職
で
、
代
々
丹
波
正
（
守
）
を
称
し
た
。

号
は
一
三
、
ま
た
生
々
・
生
々
居
・
生
々
庵
・
生
々
館
。
俳
譜
宗
匠
・
寺
子
屋
宗
匠
と
し
て
啓
蒙
的
な
役
割
を
果
た
し
在
村
文
化
を
担

っ
た
。
平
成
二
三
年
度
よ
り
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」
の
一
環
と
し
て
蔵
書
「
矢

口
丹
波
記
念
文
庫
」
の
形
成
を
調
べ
る
な
か
で
、
一
三
の
活
発
な
俳
譜
活
動
の
様
子
が
見
え
て
き
た
。
蔵
書
お
よ
び
文
書
あ
わ
せ
て
二

千
点
以
上
の
う
ち
、
俳
書
は
父
の
正
喜
に
よ
る
書
写
も
含
め
て
約
一
八
○
点
程
。
決
し
て
俳
譜
に
特
徴
の
あ
る
文
庫
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
一
参
の
地
方
俳
人
と
し
て
の
活
動
を
知
り
得
る
点
は
も
と
よ
り
、
書
写
さ
れ
た
内
容
の
も
つ
資
料
的
価
値
に
お
い
て

（
１
）

も
、
同
文
庫
は
俳
譜
研
究
の
面
か
ら
注
目
に
値
す
る
。
本
稿
は
蔵
書
と
そ
の
書
き
入
れ
を
も
と
に
、
一
三
の
年
譜
を
作
成
し
、
生
涯
に

お
け
る
俳
譜
活
動
を
概
観
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
。

年
譜
に
※
印
を
付
し
た
も
の
は
、
俳
譜
に
関
わ
る
蔵
書
で
は
あ
る
が
一
参
の
活
動
に
は
直
接
的
な
関
わ
ら
な
い
も
の
（
な
お
、
松
高

斎
涼
風
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
一
妻
の
前
号
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
一
応
こ
こ
に
示
し
た
）
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
蔵
書
に
は
一
多

の
句
は
入
集
し
な
い
も
の
の
、
書
建
か
ら
で
は
な
く
、
編
者
や
入
集
者
の
手
か
ら
一
参
の
手
に
渡
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、

一
三
が
ど
う
い
う
人
物
と
交
流
し
た
か
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
。
矢
口
家
蔵
書
以
外
か
ら
の
情
報
は
【
参
考
】
と
し
て
あ
げ
た
。

亀
甲
括
弧
内
は
、
書
写
者
一
三
の
署
名
で
あ
る
。
神
道
関
係
の
書
に
は
名
の
以
真
を
、
俳
譜
関
係
に
は
号
を
使
う
な
ど
、
そ
の
書
物

に
対
す
る
意
識
の
違
い
が
見
て
取
れ
る
。
晩
年
に
号
を
使
う
こ
と
が
多
く
な
る
の
は
、
後
継
者
も
育
ち
、
神
主
は
勤
め
な
が
ら
も
隠
居

的
な
立
場
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

は
じ
め
に
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寛
政
一
一
年
（
’
七
九
九
）
｜
三
歳

『
田
舎
荘
子
外
編
」
（
４
６
属

※
こ
の
年
書
写
の
『
玄
々

寛
政
一
二
年
（
’
八
○
○
）
’
四
歳

括
弧
内
は
、
上
野
洋
三
氏
に
よ
る
蔵
書
整
理
番
号
。
高
崎
市
史
編
纂
室
に
よ
り
「
矢
口
米
三
家
文
書
」
と
し
て
整
理
さ
れ
た
も
の
は
、

●

市
史
編
纂
室
に
よ
る
目
録
の
整
理
番
号
を
、
数
字
の
前
に
「
文
書
」
と
記
し
て
示
し
た
。

寛
政
一

天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
｜
歳

矢
口
丹
波
正
喜
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

〔
矢
口
牧
太
郎
〕
。

享
和
元
年
［
二
月
五
［

二
～
五
こ
（
１
２
１
２
）
圭

三
年
（
一
八
○
一
）
一
五
歳

『
建
仁
五
十
首
和
歌
天
徳
廿
番
歌
合
（
全
こ
（
１
１
６
）
・
『
平
家
物
語
（
巻
十
一
こ
（
５
８
７
）
・
『
四
戦
紀
間
』
（
５
８
６
）

。
『
相
州
箱
根
敵
討
神
代
杉
（
上
・
下
こ
（
８
８
０
）
・
『
当
世
下
手
談
義
」
（
９
３
４
）
・
二
月
二
十
日
『
教
訓
続
下
手
談
義
（
巻

二
～
五
こ
（
１
２
１
２
）
を
書
写
〔
矢
口
牧
太
郎
〕
。

『
西
播
怪
談
実
記
』
（
１
０
０
０
）
を
書
写
（
寛
政
十
三
辛
酉
年
、
拾
四
歳
と
す
る
。
年
齢
に
疑
問
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
お
く
。
）

［
二
月
五
日
改
元
］

一
、
文
政
八
年
ま
で
ｌ
「
’
三
」
以
前
Ｉ

（
４
６
５
）
〔
矢
口
牧
太
郎
〕
・
十
二
月
『
近
代
女
仇
討
実
記
』
（
１
２
７
３
）
〔
矢
口
氏
十
三
歳
〕
を
書
写
。

『
玄
々
亭
吟
長
発
句
集
」
（
７
７
）
あ
り
。
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『
甲
南
北
越
軍
記
』
（
５
房

享
和
二
年
（
’
八
○
二
）
一
六
歳

文
化
四
年
（
’
八
○
七
）
二
一
歳

※
『
花
供
養
』
（
２
０
）

沼
の
旭
石
。
雨
什
・
坐

文
化
五
年
（
’
八
○
八
）
二
二
歳

※
四
月
一
二
日
『
〔
晋
子

文
化
六
年
（
’
八
○
九
）
二
三
歳

『
神
代
講
義
』
（
１
２
９
７

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
二
八
生

※
平
花
庵
東
水
編
、
平
珪

文
政
二
年
（
’
八
一
九
）
三
三
歳

六
月
一
八
日
、
父
正
喜
没
、

幡
村
百
姓
牧
太
郎
〕
。

『
当
風
辻
談
義
（
巻
四
こ
（
９
７
４
）
を
書
写
〔
矢
口
牧
太
郎
〕
。

※
『
誹
譜
千
年
調
』
（
７
２
９
．
１
４
８
８
）
享
和
二
年
、
原
森
（
思
斎
）
ら
序
。
松
声
庵
可
興
が
師
の
坐
来
か
ら
庵
号
と

花
押
を
も
ら
っ
た
記
念
の
集
。
可
興
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。
原
思
斎
は
上
州
板
鼻
に
住
ん
だ
漢
詩
人
。
本
多
夏
彦
著
作

集
・
第
一
巻
『
上
毛
の
文
人
』
（
昭
和
卿
年
）
に
詳
し
い
。

（
１
２
９
７
）

四
）
二
八
歳

（
２
０
）
丁
卯
の
と
し
霜
月
序
。
「
観
音
の
い
ら
か
み
や
り
つ
花
の
雲
」
句
碑
建
立
記
念
。
催
主
・
上
州
水

什
・
坐
来
ら
と
と
も
に
、
「
八
幡
連
涼
風
」
が
入
集
。
涼
風
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

『
〔
晋
子
発
句
撮
解
〕
』

（
５
７
８
）
・
『
話
稿
鹿
の
子
餅
』
（
９
４
５
）
を
書
写
〔
矢
口
牧
太
郎
〕
。

平
花
庵
雨
什
追
善
『
俳
譜
ゆ
き
の
笠
』
（
１
４
８
２
）
に
「
八
幡
涼
風
」
入
集
。

六
一
歳
。
九
月
三
日
、
盗
賊
に
よ
り
紛
失
の
品
を
火
附
盗
賊
改
に
届
け
る
（
文
書
１
６
２
）
〔
八

を
書
写
〔
矢
口
牧
太
郎
〕
。

（
３
４
）
を
書
写
〔
矢
口
涼
風
〕
。
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が
、
矢
口
米
三
家
文

文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
三
五
歳

文
政
三
年
（
一
八
二
○
）
三
四
歳

二
月
一
二
日
よ
り
、
跡
目
御
許
状
願
い
の
た
め
上
京
。
『
道
中
日
記
帳
』
（
文
書
１
３
５
）
は
、
そ
の
折
の
備
忘
録
。
冒
頭
に

発
句
三
句
（
「
雪
白
し
夜
は
ほ
の
ぼ
の
と
明
の
山
」
な
ど
）
、
他
に
も
発
句
・
和
歌
の
書
き
留
め
あ
り
〔
矢
口
主
殿
以
真
〕
。

二
月
二
八
日
付
で
、
神
祇
管
領
長
上
侍
従
卜
部
朝
臣
良
永
か
ら
「
〔
神
道
裁
許
状
〕
」
（
文
書
５
１
８
）
「
〔
神
道
加
持
に
関
す

る
授
与
状
〕
」
（
文
書
５
１
７
）
を
授
け
ら
る
。
同
日
付
、
ト
部
朝
臣
の
『
中
臣
祓
・
三
種
祓
』
（
文
書
４
８
６
）
あ
り
。

同
日
『
大
小
諸
社
之
司
神
主
与
申
事
他
雑
録
』
（
１
２
２
４
）
を
書
写
〔
矢
口
丹
波
以
真
〕
。

二
月
、
神
祇
管
領
最
上
家
鈴
鹿
筑
前
守
よ
り
「
神
道
葬
祭
略
次
第
（
神
道
葬
祭
略
次
第
・
行
列
之
次
第
・
帰
家
之
次
第
・
霊

札
之
事
）
」
（
文
書
２
６
５
）
を
受
け
る
。

【
参
考
】
『
新
編
高
崎
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
八
幡
宮
別
当
（
神
徳
寺
）
と
、
禰
宜
と
の
間
に
は
長
い
対
立
が
あ
っ
た
。
元
禄
六

年
に
神
主
（
一
ノ
禰
宜
）
原
主
膳
が
追
放
と
な
り
、
神
主
は
空
席
に
な
る
。
詳
し
い
経
緯
は
不
明
だ
が
、
別
当
と
原
主
膳

と
の
出
入
り
が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
神
勤
す
る
側
の
復
権
を
め
ざ
し
て
実
力
行
使
を
行
う
ニ
ノ
禰
宜
矢

口
家
・
三
ノ
禰
宜
富
加
津
家
と
、
神
主
の
不
在
を
主
張
し
新
た
な
神
主
を
認
め
よ
う
と
し
な
い
神
徳
寺
と
の
間
に
対
立
が

続
い
た
が
、
こ
の
時
期
か
ら
徐
々
に
神
徳
寺
側
に
譲
歩
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
両
者
の
権
益
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ

が
、
矢
口
米
三
家
文
書
に
見
ら
れ
る
。

郎
・
藤
右
衛
門
宛
。

十
月
、
菩
提
寺
の
大
聖
護
国
寺
離
壇
に
つ
き
「
議
定
一
札
之
事
」
（
文
書
４
１
）
。
大
聖
護
国
寺
探
幽
よ
り
矢
口
丹
波
・
孫
三

一
二
月
五
日
『
唯
一
神
道
事
相
秘
伝
書
全
」
（
文
書
９
６
）
を
書
写
〔
矢
口
丹
波
以
真
〕
・
神
代
文
字
の
書
。
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こ
の
時
期
一
三
は
、
熱
心
に
書
写
活
動
を
行
っ
て
文
庫
の
中
核
を
築
い
た
父
正
喜
の
指
導
の
下
、
書
写
活
動
を
は
じ
め
る
。
ま
ず
は

実
録
・
談
義
本
な
ど
か
ら
読
書
を
は
じ
め
た
ら
し
い
。
楽
し
み
な
が
ら
、
か
つ
教
化
的
効
果
も
期
待
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
だ
ろ

う
。
本
職
の
神
道
関
係
の
書
の
書
写
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
別
当
と
の
対
立
の
中
で
神
職
の
復
権
に
勤
め
た
一
三
は
、
こ
の
後
も

神
道
関
係
の
書
を
多
く
書
き
写
し
て
い
る
。

一
三
の
号
が
初
め
て
見
え
る
の
は
、
文
政
九
年
の
こ
と
だ
が
、
文
政
三
年
の
『
道
中
日
記
帳
』
に
発
句
の
書
き
留
め
が
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ
以
前
に
も
俳
譜
を
嗜
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
、
ど
こ
か
に
俳
譜
活
動
の
跡
が
見
ら
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
八
幡
の
人
で
平
花
庵
系
の
俳
書
に
名
の
見
え
る
「
矢
口
涼
風
（
松
高
斎
）
」
で
あ
る
。

こ
の
人
物
に
宛
て
た
書
簡
が
二
通
、
蔵
書
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
の
が
見
つ
か
っ
た
。
一
通
は
「
矢
口
御
館
涼
風
雅
兄
」
宛
、
差
出
人

文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
三
六
歳

『
直
毘
霊
』
（
１
２
９
９
）

文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
三
八
歳

十
月
『
諸
民
／
通
用
手
姉

文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
三
九
歳

十
月
九
日
『
国
歌
八
論
』
（
１
２
４
１
）
を
書
写
〔
矢
口
以
真
〕
。

こ
の
年
、
鳳
朗
（
鶯
笠
）
に
出
会
っ
た
か
。

※
乙
酉
試
筆
鶯
笠
自
画
賛
（
軸
）
「
任
す
れ
ば
扇
も
か
当
る
柳
か
な
鶯
笠
」

茶
静
編
『
美
佐
古
』
（
３
２
９
）
鶯
笠
の
句
所
収
。

手
紙
之
文
言
』

を
書
写
〔
矢
口
丹
波
正
藤
原
以
真
〕
。

（
１
３
０
６
）
を
書
写
〔
矢
口
以
真
〕
。
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の
真
光
主
人
は
未
詳
。
内
容
は
本
を
借
り
た
礼
状
で
あ
る
。
本
の
返
却
の
際
に
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
う
一
通
は
「
涼
風
兄
」

宛
、
句
が
記
さ
れ
て
い
る
。
差
出
人
の
無
量
（
松
月
亭
）
は
高
崎
の
人
で
平
花
庵
の
門
人
。
『
〔
平
花
庵
月
次
句
合
評
〕
』
（
１
１
）
『
俳

譜
ゆ
き
の
笠
』
（
１
４
８
２
）
な
ど
に
名
が
見
え
る
。

年
次
不
明
で
あ
る
た
め
年
譜
に
は
入
れ
ら
れ
な
い
矢
口
家
蔵
の
点
取
俳
譜
句
帖
の
中
か
ら
、
「
涼
風
」
の
名
の
見
え
る
も
の
を
次
に

あ
げ
る
。
（
天
・
地
・
人
は
点
取
俳
譜
の
順
位
。
）

５
７

天
満
宮
額
面
句
合
（
松
声
庵
可
興
点
）
天
・
涼
風

６
１

〔
南
岡
庵
点
発
句
集
〕
ヤ
ハ
タ
涼
風

７
３

時
雨
会
五
十
韻
（
応
居
点
）
天
・
ヤ
ハ
タ
涼
風
（
ち
な
み
に
、
人
は
可
興
）

７
９

〔
咄
雪
斎
点
発
句
集
〕
懐
紙
帖
天
・
ヤ
ハ
タ
涼
風

８
０

〔
点
取
発
句
〕
懐
紙
帖
松
高
斎
涼
風
点

８
７
自
句
雑
話
古
事
扣
松
高
斎
草
稿

３
４
０

〔
点
取
句
帖
〕
懐
紙
帖
天
・
ヤ
ハ
タ
涼
風

１
４
７
４
月
並
句
合
（
逸
淵
等
評
）
所
収
の
「
住
吉
明
神
奉
納
句
合
秋
光
亭
評
四
時
混
雑
」
に

「
つ
か
れ
鵜
の
觜
ふ
る
月
の
出
汐
哉
ヤ
ハ
タ
涼
風
」

１
５
４
２
〔
連
句
集
〕
涼
風
ら

な
お
、
点
者
と
し
て
、
ま
た
連
衆
と
し
て
名
の
見
え
る
「
可
興
（
松
声
庵
）
」
は
、
堀
越
氏
。
清
水
蓼
人
『
上
州
の
俳
譜
』
（
あ
か
ぎ

出
版
平
成
４
年
）
に
は
「
一
七
五
八
～
一
八
二
三
、
榛
名
の
人
。
本
名
山
田
庄
司
。
（
下
略
）
」
と
あ
る
。
『
誹
譜
千
年
調
』
の
序
文

に
よ
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
二
十
年
ほ
ど
前
に
和
興
が
高
遠
か
ら
連
れ
て
き
た
人
で
、
一
時
八
幡
に
も
居
住
し
た
ら
し
い
。
可
興
に
関
わ
り
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文
政
九
年
（
一
八
二
六

『
書
画
帖
』
（

名
が
見
え
る
。

矢
口
氏
で
、
館
に
同
居
し
て
お
り
、
蔵
書
を
貸
す
こ
と
の
で
き
た
人
物
。
点
取
で
も
高
点
を
取
り
続
け
、
点
者
も
勤
め
る
ほ
ど
俳
譜

を
好
ん
だ
人
物
。
そ
し
て
右
に
あ
げ
た
８
７
の
『
自
句
雑
話
古
事
扣
』
が
、
一
参
の
句
稿
と
全
く
同
じ
体
裁
で
、
書
体
も
似
て
い
る
こ

と
な
ど
を
考
え
あ
わ
せ
れ
ば
、
「
松
高
斎
涼
風
」
は
、
鳳
朗
に
出
会
う
ま
で
平
花
庵
の
俳
譜
に
遊
ん
だ
一
参
の
前
号
で
あ
る
と
考
え
れ

（
２
）

ば
納
得
が
ゆ
く
。
一
三
は
、
弘
化
三
年
に
は
、
平
花
庵
東
水
の
一
周
忌
追
善
俳
譜
に
加
わ
り
追
悼
句
を
手
向
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
、

生
方
雨
什
の
跡
を
嗣
い
だ
平
花
庵
二
世
・
高
井
東
水
は
、
高
崎
神
社
の
神
官
で
あ
る
。

「
涼
風
」
の
名
は
、
一
多

年
に
入
れ
替
わ
る
の
で
あ
る
。

の
あ
る
書
と
し
て
は
他
に
、
５
８
「
〔
発
句
集
〕
点
取
」
（
松
声
庵
点
）
・
７
５
「
〔
点
取
発
句
〕
」
（
地
・
可
興
）
・
１
４
８
４
「
月
次
句

合
」
（
「
上
毛
八
幡
可
興
」
の
名
が
見
え
る
）
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
じ
く
平
花
庵
の
点
取
り
に
遊
び
、
近
隣
に
も
住
み
、
矢

口
涼
風
と
親
交
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

『
四
季
発
句
詠
』
（
１
４
６
６
）
〔
松
斎
〕
一
参
・
鶯
笠
ら
の
句
あ
り
、
雑
留
的
な
内
容
。

※
『
俳
譜
寂
栞
』
（
１
４
８
７
）
〔
戌
七
月
十
二
日
朝
五
ッ
時
よ
り
暮
七
ッ
時
に
写
止
松
高
斎
涼
風
〕

八
二
六
）
四
○
歳

帖
」
（
８
２
６
）
〔
生
々
一
三
〕
諸
家
の
絵
や
発
句
・
漢
詩
な
ど
の
揮
毫
帖
。
鶯
笠
序
、
逸
淵
・
卓
朗
・
蕉
雨
ら
の

二
、
文
政
九
年
か
ら
弘
化
元
年
ｌ
鳳
朗
と
の
出
会
い
と
芭
蕉
句
碑
建
立
Ｉ

多
の
名
が
初
め
て
見
え
る
文
政
九
年
の
、
「
寂
栞
』
の
書
写
を
最
後
と
し
て
見
え
な
く
な
る
。
両
者
は
こ
の
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文
政
一

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
九
歳

『
茎
薑
』
（
２
１
）
に
一
句
入
集
。
「
は
た
う
ち
の
上
手
で
花
は
見
ざ
り
け
り
一
三
」
。
江
戸
鶯
笠
も
入
集
。
末
尾
に
月
並
句

の
広
告
、
庵
裡
・
菜
孝
。
【
参
考
】
『
新
編
高
崎
市
史
』
所
収
『
〔
藍
苔
〕
」
は
、
全
く
同
一
の
内
容
。

天
保
五
年
（
’
八
三
四
）
頃
四
八
歳
頃

『
〔
連
句
集
〕
』
（
１
５
４
０
）
一
多
他
。

数
え
ら
れ
、

天
保
三
年
（
一
八
三
二
）

天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
四
五
歳

江
戸
へ
神
主
号
願
の
た
め
出
向
く
。
三
月
四
日
出
立
、
四
月
一
日
帰
村
、
又
四
月
九
日
出
立
、
五
月
一
九
日
帰
村
。
『
江
戸
神

主
号
願
入
用
控
』
（
文
書
２
８
７
・
文
書
２
８
８
）
〔
矢
口
丹
波
以
真
〕

※
『
天
保
辛
卯
春
俳
譜
之
連
歌
』
（
７
４
９
）
都
岐
雄
・
梅
室
・
鶯
笠
ら
。
梅
室
は
鳳
朗
と
と
も
に
天
保
三
大
家
の
一
人
に

数
え
ら
れ
、
の
ち
鳳
朗
の
あ
と
中
絶
し
て
い
た
花
の
本
宗
匠
を
許
さ
れ
る
。
こ
の
頃
は
江
戸
に
居
住
。

季
冬
『
古
郷
集
（
坤
こ
（
７
３
７
）

※
『
自
然
堂
千
句
（
乾
こ
（
６
）

二
年
（
’
八
二
九
）
四

首
夏
、
鶯
笠
発
句
、
一

【
参
考
］
都
岐
雄
角

東
都
隠
士
。
各
仙

ご
教
示
に
よ
る
）
。

四
六
歳

．
一
参
・
都
岐
雄
両
吟
「
俳
譜
之
連
歌
」
（
７
２
）
興
行
。

（
つ
き
お
）
は
、
内
野
勝
裕
『
埼
玉
俳
譜
人
名
辞
典
』
（
さ
き
た
ま
出
版
会
平
成
旧
年
）

各
地
を
行
脚
し
た
。
天
保
初
年
頃
、
碩
布
の
庵
中
に
留
ま
り
執
筆
を
務
め
た
。
（
下
略
）
」

四
三
歳

刊刊
、、

鳳
朗
の
一
座
し
た
連
句
集
。
表
見
返
し
に
〔
矢
口
一
三
〕
と
走
り
書
き
。

鳳
朗
の
句
集
。

に
「
武
田
氏

と
あ
る
（
同
氏
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※
鳳
朗
編
『
髭
誕
生
集
』

天
保
一
三
年
（
一
八
四
二
）
五
六
歳

二
月
『
御
当
家
御
遺
状
之
写
』
（
文
書
８
５
）
を
書
写
〔
矢
口
丹
波
以
真
〕
。

※
『
冬
か
つ
ら
集
・
さ
が
日
記
他
』
（
４
５
）
に
、
こ
の
年
の
鳳
朗
俳
文
の
書
き
留
め
あ
り
。

天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
五
五
歳

※
鳳
朗
編
『
髭
誕
生
集
」
（
１
５
）
刊
。

天
保
一
○
年
（
一
八
三
九
）
五
三
歳

※
『
冬
か
つ
ら
集
・
さ
が

天
保
一
一
年
（
一
八
四
○
）
五
四
歳

天
保
八
年
（
’
八

九
月
『
産

々
一
多
〕
。

二
月
『
太
神
宮
心
御
柱
記
』
（
１
３
０
０
）
を
書
写
〔
矢
口
丹
波
以
真
〕
。

二
月
吉
日
『
神
道
極
秘
三
重
之
大
事
神
道
潅
入
檀
雑
記
』
（
文
書
９
８
）
を
書
写
〔
八
幡
宮
神
主
矢
口
丹
波
正
以
真
〕
。

※
山
公
編
『
無
量
舛
集
』
（
３
３
１
）
刊
。
鳳
朗
賊
。
雨
凌
山
公
は
久
留
米
藩
士
。
都
岐
雄
・
竹
烟
・
西
馬
ら
が
入
集
。

【
参
考
】
西
馬
編
『
花
の
雲
』
（
松
宇
文
庫
・
国
文
研
紙
焼
に
よ
る
）
一
句
入
集
。
「
よ
し
き
り
や
切
も
拍
子
も
鳴
ば
か
り
一
参
」

『
花
の
雲
』
は
芭
蕉
一
五
○
回
忌
追
善
と
し
て
、
西
馬
が
高
崎
清
水
寺
に
「
観
音
の
萱
み
や
り
つ
は
な
の
雲
」
の
句
碑
を

建
立
し
た
記
念
の
集
。
句
碑
の
字
は
、
鳳
朗
の
門
人
で
出
雲
母
里
藩
主
松
平
四
山
（
直
興
）
が
筆
を
と
っ
た
。
な
お
四
山

は
鳳
朗
追
善
『
冬
椿
集
』
や
『
自
然
堂
千
句
」
に
も
序
を
寄
せ
て
い
る
。

（
一
八
三
九
）
五
三
歳

『
冬
か
つ
ら
集
・
さ
が
日
記
他
」
（
４
５
）
に
、
こ
の
年
の
鳳
朗
俳
文
「
愛
桜
之
弁
」
の
書
き
留
め
あ
り
。

八
三
七
）
五
一
歳

『
産
婦
秘
伝
書
』
（

（ゞ
１
１
６
８
）
を
書
写
〔
矢
口
丹
波
以
真
〕
。
『
楠
正
成
教
訓
二
十
箇
條
他
』
（
９
１
９
）
を
書
写
〔
生
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天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
五
七
歳

（
３
）

こ
の
年
、
鳳
朗
が
芭
蕉
に
「
花
本
大
明
神
」
の
神
号
を
得
る
た
め
に
上
京
、
「
花
本
宗
匠
」
の
称
号
を
受
け
る
。
一
三
も
二
条

家
に
参
殿
し
、
九
月
二
六
日
、
御
前
俳
譜
連
歌
の
席
に
連
な
っ
た
。
そ
の
折
の
記
録
が
『
覚
書
扣
』
（
７
３
１
）
で
、
大
半
が

語
句
を
書
き
留
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
天
保
十
四
年
鳳
朗
先
生
位
記
」
と
表
書
き
が
あ
り
、
四
月
二
四
日
付
の
花
本
宗
匠
の

位
記
・
鳳
朗
の
御
礼
の
歌
・
二
条
御
殿
に
お
け
る
御
前
連
歌
（
歌
仙
）
を
次
の
よ
う
に
記
録
し
て
い
る
。

君
が
代
の
千
と
せ
の
松
の
影
ふ
か
み

右
折
紙
頂
戴

為
御
礼
卑
歌
一
首

需右紫
水
干
大
白
指
貫
風
折

烏
帽
子
小
縮
紫
長
掛
劔

宜
為
花
本
宗
匠
者

以
短
冊
差
上

俳
譜
之
達
者
中
興
之
器
也

月
日

癸
卯
四
月
廿
四
日

（
於
）
殿
上
御
白
書
院
、
被
仰
渡

自
然
堂
鳳
朗
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天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
）
五
八
歳

間
ず
に
し
れ
た
御
傍
爾
杭
一
三
（
名
残
ノ
裏
二
句
目
）
（
以
下
略
）

ま
た
、
文
書
６
５
８
に
も
同
文
の
写
し
が
あ
る
が
、
同
紙
の
そ
の
前
の
部
分
に
は
「
上
野
八
幡
矢
口
丹
波
一
三
」
の
名
に
続
い

て
九
月
付
で
「
今
度
俳
譜
之
集
会
殊
勝
之
事
候
。
自
今
後
会
之
節
者
必
可
有
伺
候
者
也
」
の
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

癸
卯
首
夏
伯
遠
序
『
知
里
ひ
ぢ
集
』
（
１
４
）
に
一
句
入
集
。
「
昼
が
ほ
や
影
な
き
影
を
咲
の
ぼ
る
一
三
」

『
知
里
ひ
ぢ
集
』
は
巻
軸
・
碓
嶺
。
鳳
朗
・
逸
淵
・
風
外
・
永
久
ら
が
入
集
す
る
。

夏
、
鳳
朗
蔵
本
の
『
蕉
翁
全
伝
』
（
３
５
）
と
『
六
々
／
と
く
と
く
句
合
』
（
６
４
）
を
書
写
〔
鳳
朗
老
師
蔵
本
二
而
一
多
写
〕
。

【
参
考
】
富
田
志
津
子
『
二
条
家
俳
譜
資
料
と
研
究
』
（
和
泉
書
院
平
成
Ⅱ
年
）
「
二
条
家
俳
譜
一
覧
」
に
、

『
蕉
門
／
中
興
俳
譜
一
覧
集
』
（
ｊ
左
編
、
文
久
三
序
賊
）
に
よ
る
と
し
て
、

「
天
保
十
四
年
九
月
二
十
六
日
御
文
台
開
」

（
宗
匠
鳳
朗
・
執
筆
杜
蓼
・
主
事
一
才
．
：
）

『
銅
陀
御
殿
御
俳
譜
名
録
』
（
其
成
ら
編
、
文
久
二
奥
）
に
よ
る
と
し
て
、

「
天
保
十
四
年
九
月
二
十
六
日
臨
時
御
会
」

（
宗
匠
風
外
・
脇
宗
匠
鳳
朗
…
）

の
記
事
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
会
の
連
衆
と
し
て
載
る
「
一
才
」
が
、
一
参
で
あ
る
。

白
妙
を
幣
と
も
せ
ば
や
菊
の
花

扇
子
さ
は
り
の
清
ら
か
な
秋

於
二
條
御
殿
俳
譜
連
歌
写

か
ざ
す
に
ま
ど
ふ
花
の
本
か
な
鳳
朗

（
中
略
）

鳳御
朗
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鳳
朗
（
一
七
六
二
～
一
八
四
五
）
は
田
川
氏
。
も
と
肥
後
熊
本
藩
士
で
三
七
歳
で
致
仕
し
た
あ
と
、
諸
国
を
遊
歴
。
文
化
一
三
年
に

本
所
亀
沢
町
に
庵
を
結
び
、
こ
の
頃
よ
り
鶯
笠
と
名
の
る
。
文
政
一
二
年
か
ら
し
ば
ら
く
上
方
に
遊
び
、
江
戸
に
帰
っ
て
か
ら
は
飯
倉

に
自
然
堂
を
設
け
て
鳳
朗
と
改
号
し
た
（
俳
文
学
大
辞
典
よ
り
）
。
鳳
朗
の
住
所
は
、
一
周
忌
追
善
集
「
冬
椿
集
』
序
に
「
大
江
戸
の

は
ん
の
き

ぽ
く

麻
布
の
士
地
に
生
涯
を
と
坐
む
る
」
と
あ
り
、
同
「
自
然
堂
鳳
朗
小
伝
」
に
は
「
居
ヲ
本
所
榛
馬
場
ニ
ト
ス
」
「
文
政
十
一
年
ノ
冬

中
橋
大
工
町
二
移
住
シ
」
「
天
保
ノ
初
年
江
戸
ニ
還
り
、
園
ヲ
城
西
飯
倉
二
作
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
乙
人
「
葛
芽
集
』
（
文
政
末

頃
）
の
奥
付
に
「
中
橋
桶
町
一
丁
目
」
、
『
嘉
庭
春
帖
通
名
』
（
天
保
五
年
頃
）
に
は
「
南
大
工
丁
」
と
い
っ
た
住
所
言
き
が
あ
り
、
何

度
か
居
を
移
し
た
よ
う
で
あ
る
が
、
一
参
宛
耆
簡
か
ら
、
鳳
朗
が
天
保
一
五
年
に
は
、
麻
布
の
狸
穴
坂
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
が

二
月
、
江
戸
狸
穴
坂
の
鳳
朗
の
住
ま
い
に
逗
留
（
狸
穴
坂
鳳
朗
先
生
様
方
矢
口
両

孟
冬
、
八
幡
八
幡
宮
に
鳳
朗
の
揮
毫
に
よ
る
芭
蕉
句
碑
を
建
立
。
（
揮
毫
し
た

‐
花
本
大
明
神

も
の
い
へ
ぱ
唇
寒
し
あ
き
の
風

花
本
老
宗
匠
鳳
朗
書

天
保
十
五
歳
甲
辰
孟
冬
日

※
画
替
「
花
の
香
や
朧
も
空
の
と
が
な
ら
ず
八
十
三
翁
花
本
鳳
朗
」

初
秋
「
需
に
よ
り
」
鳳
朗
が
「
東
照
宮
御
遺
訓
」
を
染
筆
（
軸
）
。

弘
化
元
年
ロ
二
月
二
日
改
元
］

『
生
々
館
一
参
句
集
」
（
７
５
２
）
、
鳳
朗
・
西
馬
ら
の
句
の
書
き
留
め
も
あ
り
。

（
狸
穴
坂
鳳
朗
先
生
様
方
矢
口
丹
波
様
宛
、
上
総
屋
弥
吉
書
簡
１
５
６
５
）

焦
句
碑
を
建
立
。
（
揮
毫
し
た
耆
幅
も
軸
装
さ
れ
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
）

翰慕
．.､:勢凡

間録錘霧 へ

ダ
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年
譜
に
記
し
た
も
の
以
外
で
鳳
朗
と
関
わ
る
も
の
と
し
て
は
、
○
短
冊
・
三
点
、
○
自
画
賛
（
軸
）
・
二
点
、
○
書
簡
・
一
点
（
一

参
よ
り
短
冊
の
催
促
を
し
た
書
簡
に
鳳
朗
が
「
し
た
た
め
進
之
候
」
と
書
き
入
れ
て
、
即
返
簡
し
た
も
の
）
、
○
発
句
の
詠
草
類
（
一

参
の
句
稿
な
ど
と
と
も
に
１
５
４
５
に
一
括
）
（
文
書
４
８
０
．
文
書
４
８
２
）
、
○
鳳
朗
・
一
三
両
吟
、
発
句
「
乾
し
て
旭
の
遊
ぶ

柳
か
な
鳳
朗
」
（
文
書
３
４
３
）
な
ど
が
あ
る
。

右
以
外
に
も
、
永
久
か
ら
一
参
に
宛
て
た
書
簡
は
八
通
、
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
て
（
「
宗
久
」
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
る
も
の
も
永

久
書
簡
で
あ
る
）
、
こ
れ
ら
を
検
討
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
鳳
朗
と
地
方
俳
人
と
の
交
流
の
様
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
る

ア
ハ
，
ダ
○

確
認
さ
れ
る
。

一
三
と
鳳
朗
と
の
親
交
は
厚
く
、
殊
に
天
保
一
四
年
、
鳳
朗
が
乞
う
て
芭
蕉
に
「
花
本
大
明
神
」
の
神
号
を
許
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て

は
、
神
主
号
の
取
得
の
た
め
上
京
し
て
吉
田
家
と
折
衝
し
た
こ
と
の
あ
る
一
三
の
経
験
が
大
い
に
役
に
た
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
一
参
も

そ
の
人
と
な
り
か
ら
推
し
て
、
衷
心
よ
り
助
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
鳳
朗
の
感
謝
の
気
持
ち
が
二
条
家

の
御
文
台
開
で
主
事
を
任
さ
れ
た
こ
と
や
、
貴
重
な
竹
人
『
蕉
翁
全
伝
』
の
書
写
を
許
さ
れ
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
も
ち

ろ
ん
、
そ
れ
に
対
し
て
一
参
の
側
か
ら
も
応
分
の
謝
礼
も
な
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
が
。

「
秋
風
塚
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
芭
蕉
句
碑
の
建
立
は
、
一
参
の
俳
譜
活
動
に
お
い
て
、
最
も
大
き
な
事
業
で
あ
る
。
鳳
朗
宅

へ
の
滞
在
は
こ
の
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
し
、
鳳
朗
と
門
人
達
と
の
連
絡
係
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
永
久
と
、
書
簡
を
交
わ

し
て
相
談
し
て
い
る
。

↓
二
月
五
日
付
翁
碑
社
内
に
建
立
の
件
（
文
書
７
０
０
）
・
九
月
一
七
日
付
老
師
へ
の
一
封
井
石
摺
相
届
申
候
（
文
書

６
６
７
）
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譜
之
連
歌
」

弘
化
四
年
（
’
八
四
七
）

弘
化
三
年
（
’
八
四
六
）
六
○
歳

弘
化
二
年
（
’
八
雨

正
月
『
春
に

め
も
あ
り
。

【
参
考
箒

入
集
。

四
月
六
日
か
ら
五
月
二
六
日
ま
で
の
『
諸
入
用
萬
控
』
（
文
書
２
４
６
）
あ
り
。

【
参
考
】
永
久
編
『
〔
鳳
朗
三
周
忌
手
向
集
〕
』
（
綿
屋
文
庫
）
「
朝
寒
や
さ
ら
り
と
け
ぶ
る
つ
か
み
銭
上
毛
一
イ
」
は
一
参

『
榊
Ⅲ
集
』
（
１
７
）
東
水
追
善
・
「
四
月
十
七
日
於
平
花
庵
興
行
追
福
脇
起
百
韻
」
に
付
句
１
、
発
句
１
入
集
。

「
よ
く
に
見
て
置
や
う
も
な
し
夕
さ
く
ら
一
参
」
。

※
二
月
二
八
日
、
「
自
然
堂
鳳
朗
居
士
一
周
忌
追
福
脇
起
俳
譜
」
（
文
書
３
１
）
発
起
・
永
久
。

【
参
考
】
自
然
堂
社
中
編
『
冬
椿
集
』
（
松
宇
文
庫
・
国
文
研
紙
焼
に
よ
る
）
所
収
「
鳳
朗
一
周
忌
追
善
・
脇
起
一
巡
「
百
韻
俳

譜
之
連
歌
」
に
付
句
１
、
発
句
１
入
集
。
「
有
明
の
雪
よ
り
白
く
消
に
け
り
一
参
」
。

一
一
月
二
八
日
、
鳳
朗
没
。
八
四
歳
。

八
四
五
）

『
春
立
草
」

岸
百
丈
編
「
宿
の
う
め
」

三
、
弘
化
一
一
年
か
ら
没
年
ま
で
ｌ
地
域
の
俳
諾
宗
匠
と
し
て
Ｉ

六
■■■■■■

歳

五
九
歳

（
１
４
６
７
）
〔
生
々
一
三
〕
。
一
多
の
句
控
帖
。
一
三
・
布
山
両
吟
や
心
足
・
西
馬
の
句
な
ど
の
書
き
留

（
俳
山
亭
文
庫
）
「
七
種
の
い
つ
ち
言
よ
き
善
か
な
上
毛
一
才
」
は
一
三
か
。
鳳
朗
も
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安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
七
二
歳

『
小
倉
山
百
人
一
首
』
（

嘉
永
六
年
（
｜

※

安
政
二
年
（
’

一
月
一

安
政
三
年
（
’

嘉
永
四
年
（
一
八
五
一
）
六
五
歳

『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
』

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
六
二
歳

【
参
考
】
鹿
鳴
編
『
野
笠
集
」
（
愛
知
県
立
大
学
図
書
館
・
国
文
研
紙
焼
に
よ
る
）

「
秋
風
の
来
初
た
る
よ
り
来
つ
頁
き
い
一
三
」
。

々
館
一
三
〕
。

七
月
五
日
『

『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
図
解
』
（
１
８
１
）
を
書
く
〔
矢
口
生
々
館
一
参
〕
。

【
参
考
】
な
お
、

見
え
な
い
。

か
○『

五
要
奇
書
陽
明
按
索
』
（
文
書
２
６
４
）
〔
生
々
館
主
人
〕
。

八
五
三
）
六
七
歳

も
つ
き
し
ゆ
り
ょ
う

『
目
機
銑
両
』
逸
淵
行
事
、
番
付
（
１
４
６
９
）
。

八
五
六
）
七
○
歳

八
五
五
）
六
九
歳

『
当
吟
ひ
か
へ
』
（
１
４
７
８
）
〔
生
々
居
一
多
〕
。

按
索
』
（
１
８
７
）
を
書
く
〔
矢
口
生
々
館
一
三
〕
・

逸
淵
編
『
な
な
か
ま
ど
し
ふ
〔
鳳
朗
七
回
忌
集
こ
（
綿
屋
文
庫
・
俳
山
亭
文
庫
）
に
は
一
参
ら
し
き
名
は

（
１
１
５
）
を
書
写
〔
生
々
館
主
人
〕
。
『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
図
解
」
（
１
８
０
）
を
書
く
〔
矢
口
生

に
一
句
入
集
。
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安
政
六
年
（
’
八
五
九
）
七
三
歳

※
『
八
栄
宗
匠
月
並
句

安
政
七
年
（
一
八
六
○
）
七
四
歳

『
奇
書
陽
明
按
索
図
』
（
、

一
月
吉
日
『
命
録
記
』
尋

万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
七
五
歳

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
七
六
歳

※
上
野
国
室
田
、
関
橋

【
参
考
】
清
水
蓼
人
『
上

材
木
商
で
、
早
く
か

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
七
七
歳

八
月
『
草
の
栞
』
（
１
４
心

元
治
一
一
年
（
一
八
六
五
）
七
九
歳

正
月
下
涜
日
『
水
戸
浪
士

慶
応
二
年
（
’
八
六
六
）
八
○
歳

『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
図
解
』
（
１
７
７
）
を
書
く
〔
矢
口
生
生
一
参
〕
。

※
「
八
栄
宗
匠
月
並
句
合
」
（
１
４
７
９
）

『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
図
解
』
（
１
７
９
）
を
書
く
〔
生
々
館
矢
口
一
三
〕
。

『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
図
解
』
（
１
８
４
）
を
書
く
〔
生
々
館
矢
口
一
三
翁
〕
。

ハ
月
『
草
の
栞
』
（
１
４
６
８
）
〔
生
々
館
蔵
〕
。
四
季
別
一
参
句
稿
。

国
室
田
、
関
橋
守
『
耳
順
賀
集
』
（
７
６
２
）
。

清
水
蓼
人
『
上
州
の
俳
譜
』
（
あ
か
ぎ
出
版
平
成
４
年
）
に
よ
れ
ば
、
橋
守
（
一
八
○
三
～
八
三
）
は
榛
名
の
人
。

商
で
、
早
く
か
ら
和
歌
俳
譜
に
親
し
み
諸
国
の
大
家
と
交
わ
っ
た
。
短
冊
も
一
点
、
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

『
水
戸
浪
士
落
着
始
末
事
記
』

（
１
０
６
２
）
を
書
く
〔
矢
口
生
々
〕
。

（
文
書
２
４
８
）
。
占
い
に
使
う
た
め
に
、
在
郷
の
人
々
の
命
録
を
書
き
留
め
た
も
の
。

（
文
書
３
４
５
）
を
書
写
〔
生
々
館
翁
〕
。
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慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
八
一
歳

正
月
八
日
『
五
要
奇
書
陽

慶
応
四
年
（
’
八
六
八
）
八
二
歳

明
治
元
年
（
’
八
六
九
）
八
三
歳

「
八
幡
三
社
之
御
神
事
」

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
八
六
歳

正
月
書
『
四
時
随
筆
控
』

明
治
六
年
（
’
八
七
三
）
八
七
歳

短
冊
「
す
ら
す
ら
と
八
十

一
参
は
、
鳳
朗
の
没
後
、
諸
家
と
の
交
流
か
ら
は
一
歩
身
を
ひ
き
、
八
幡
と
い
う
自
ら
の
生
活
す
る
地
域
に
密
着
し
た
宗
匠
と
し
て

短
冊
「
追
従
も
立
派
に
の
べ
つ
花
の
春
生
々
居
一
多
」
裏
に
「
上
毛
八
幡
矢
口
丹
波
八
十
三
齢
」
。

知
県
事
が
巡
見
し
て
八
十
歳
以
上
の
人
を
褒
賞
。
そ
の
折
の
歌
「
思
ひ
き
や
寄
る
年
波
も
浪
花
江
の
芦
の
芽
ぐ
み
の
は
る
に

あ
ふ
と
は
上
州
碓
氷
郡
八
幡
邨
八
幡
大
神
神
主
矢
口
一
三
拝
八
十
三
齢
」
（
１
５
４
４
）
、
文
書
４
９
３
に
も
こ
れ
に
関

短
冊
「
す
ら
す
ら
と
八
十
七
と
せ
の
明
の
春
往
処
迄
行
違
な
し

五
月
一
九
日
没
（
位
牌
に
よ
る
）
。

あ
ふ
と
は
上
皿

わ
る
礼
状
あ
り
。

『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
三
白
宝
海
』
（
１
８
５
）
を
書
く
〔
生
々
館
矢
口
一
三
翁
八
十
二
齢
〕
。

『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
図
解
』
（
１
７
８
）
を
書
く
〔
矢
口
生
々
館
一
参
翁
八
十
齢
〕
。

『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
三
白
宝
海
』
（
１
７
６
）
を
書
く
〔
生
々
館
矢
口
一
多
翁
八
十
一
齢
〕
。

（
９
２
）
〔
生
々
一
三
八
十
六
齢
〕
。
八
七
歳
ま
で
の
記
載
あ
り
。

（
文
書
３
６
８
）
〔
八
幡
大
神
神
主
矢
口
一
参
八
十
三
歳
〕
。

生
々
一
多
」
。
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一
参
は
ま
た
、
冒
頭
に
記
し
た
よ
う
に
地
域
の
寺
子
屋
宗
匠
と
し
て
も
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
。
俳
譜
宗
匠
が
、
そ
し
て
神
官
や

僧
な
ど
が
寺
子
屋
宗
匠
を
兼
ね
、
地
域
の
初
等
教
育
を
担
う
こ
と
は
、
ご
く
普
通
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
群
馬
県
に
お
け
る
寺
子
屋
の
教

育
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い
た
か
を
、
細
部
に
わ
た
っ
て
記
録
し
た
も
の
に
『
群
馬
県
庶
民
教
育
（
寺
子
屋
）
調
査
報
告
書
』
（
群

馬
県
文
化
事
業
振
興
会
／
編
集
昭
和
Ⅲ
年
）
が
あ
る
。
寺
子
屋
で
学
ん
だ
最
後
の
世
代
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
記
録
で
あ

る
が
、
入
門
の
時
期
や
教
科
目
、
教
科
書
な
ど
が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
は
、
束
修
の
と
こ
ろ
に
「
五

節
句
に
薄
謝
を
な
す
の
み
」
「
年
末
年
始
に
僅
少
の
心
づ
け
」
「
月
謝
等
は
全
然
な
し
」
な
ど
の
文
言
が
な
ら
ん
で
い
て
、
八
割
～
九

割
方
は
無
償
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
知
識
の
あ
る
者
が
、
本
業
の
収
入
で
教
育
の
場
を
営
み
次
の
世
代
に
教
え
る
、
そ
れ
が
当
た

り
前
の
こ
と
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
。
金
銭
的
な
も
の
を
受
け
取
る
の
で
は
な
く
、
代
わ
り
に
地
域
の
人
か
ら
の
尊
敬
を
受
け
て
い
た

の
で
あ
る
。
矢
口
家
も
神
官
と
し
て
の
収
入
に
よ
っ
て
寺
子
屋
を
維
持
し
、
丹
波
様
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

（
４
）

こ
の
報
告
書
に
一
三
の
伝
記
が
、
曾
孫
の
正
治
氏
に
拠
る
も
の
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

人
皇
百
十
九
代
光
格
天
皇
ノ
御
代
、
寛
政
七
乙
卯
歳
二
生
し
、
明
治
七
年
五
月
八
十
九
才
ヲ
以
テ
残
ス
。
神
官
ト
シ
テ
中
々
格
式

で
は
な
く
、
匙

が
窺
わ
れ
る
。

活
動
を
続
け
る
よ
う
に
な
る
。
年
代
が
不
明
の
一
多
点
の
句
合
や
、
’
三
に
よ
る
句
の
添
削
類
は
、
概
ね
、
こ
の
時
期
の
も
の
と
み
て

よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
三
の
句
稿
、
句
控
の
類
は
い
ず
れ
も
さ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
紙
を
仮
と
じ
し
た
だ
け
の
素
朴
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
句
だ
け

い
な
く
、
勉
強
し
た
語
彙
や
慣
用
句
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
備
忘
に
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
質
実
で
努
力
家
で
あ
っ
た
こ
と

ヲ
持
テ
リ
。

一
ラ
ノ
号
ヲ
以
テ
広
ク
俳
人
間
二
交
リ
鳳
朗
ヲ
師
ト
シ
テ
江
戸
二
出
デ
修
業
シ
タ
ト
云
ハ
ル
。
伊
香
保
ノ
ー
朗
、
草
津
ノ
竹
烟
ナ
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一
参
に
関
わ
る
矢
口
家
蔵
書
は
、
日
常
に
お
け
る
諸
家
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
と
密
着
に
関
わ
っ
て
集
め
ら
れ
た
点
に
特
徴
が
あ

る
。
蔵
書
を
通
じ
て
一
参
の
人
と
な
り
や
、
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
々
の
姿
が
垣
間
見
え
て
く
る
。
形
成
者
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
て
く

（
５
）

る
よ
う
な
文
庫
な
の
で
あ
る
。
こ
の
特
徴
は
俳
書
に
顕
著
で
あ
る
が
、
和
算
の
書
か
ら
も
そ
れ
が
窺
わ
れ
る
。
同
文
庫
に
は
、
ま
た
、

約
一
○
○
点
の
短
冊
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
、
短
冊
へ
の
趣
味
か
ら
で
は
な
く
実
際
の
雅
交
を
通
し
て
集
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。
俳
書
と
同
様
に
、
兀
雨
・
虎
丈
・
冥
々
・
逸
淵
ら
、
主
と
し
て
伊
勢
派
の
松
露
庵
・
春
秋
庵
系
の
俳
人
の
名
が
多
く
見
ら
れ
る
。

年
代
が
不
明
の
た
め
、
本
稿
で
は
触
れ
得
な
か
っ
た
資
料
も
多
い
。
鳳
朗
を
は
じ
め
諸
家
と
の
交
流
を
中
心
と
し
た
一
三
の
俳
諮
活

動
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
調
査
を
進
め
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
芭
蕉
ガ
花
本
大
明
神
ノ
称
号
ヲ
受
ケ
シ
百
五
十
年
忌
ノ
記
念
ト
シ
テ
）

生
年
・
没
年
・
享
年
、
ま
た
陽
明
学
を
学
ん
だ
（
占
書
で
あ
る
『
五
要
奇
書
陽
明
按
索
図
解
」
を
陽
明
学
の
本
と
誤
っ
た
か
）
と
す
る

こ
と
な
ど
、
若
干
の
誤
認
が
み
ら
れ
る
が
、
一
三
の
事
蹟
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
晩
年
に
は
、
占
ト
の
書
が
多
く
な
る
。
こ
れ
も
神
官
と
し
て
、
地
域
の
人
々
の
需
に
応
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

医
学
・
和
歌
・
漢
詩
・
陽
明
学
ニ
モ
造
詣
深
ク
、
手
習
師
匠
ト
シ
テ
数
十
人
ノ
子
弟
ヲ
有
ス
。
鳳
朗
ニ
ハ
非
常
二
認
メ
ラ
レ
タ
ル

モ
ノ
ノ
如
ク
、
京
都
二
條
殿
二
参
殿
シ
テ
花
ノ
本
ノ
称
号
ヲ
受
ケ
シ
時
モ
一
緒
ナ
リ
ト
云
う
。
天
保
十
四
年
九
月
、
八
幡
宮
社
頭

ド
ト
親
交
ア
リ
。

モ
ノ
ノ
如
ク
、
京
都
一

二
芭
蕉
塚
ヲ
建
立
ス
。

お
わ
り
に
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右
宣
称
花
本
大
明
神
者
神
宣
之
状
如
件

天
保
十
四
年
九
月
二
十
五
日

神
部
花
押
奉

神
祇
道
管
領
勾
当
長
上
侍
従
ト
部
朝
臣

（
４
）
正
治
氏
は
（
注
３
）
の
書
で
、
一
三
の
晩
年
の
号
を
「
丹
頂
」
と
し
て
お
り
、
位
牌
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
蔵
書
の
書
写
年
代

で
見
る
限
り
、
丹
頂
は
天
保
元
年
生
ま
れ
で
、
一
参
の
子
、
あ
る
い
は
孫
の
代
の
号
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
俳
書
に
見
ら

れ
る
丹
頂
の
句
に
は
、
一
参
の
年
代
の
も
の
も
見
ら
れ
る
。
「
赤
堀
」
の
所
書
き
も
あ
っ
て
別
人
の
可
能
性
も
高
く
後
考
を
要

す
る
が
、
参
考
と
し
て
、
上
州
俳
書
か
ら
管
見
の
範
囲
で
丹
頂
の
句
を
次
に
あ
げ
る
。

桐
園
（
詠
帰
）
編
『
は
る
草
紙
』
文
政
年
間
「
薄
曇
り
油
断
が
な
ら
ぬ
さ
く
ら
か
な
上
毛
丹
頂
」

同
『
俳
譜
年
々
集
・
初
編
』
天
保
九
年
序
「
と
し
取
や
鬼
に
も
逢
は
ず
日
本
橋
丹
頂
」

（
３
）
許
状
の
一
部
を
次
に
記
す
。
（
矢
口
正
治
「
重
修
翁
詞
塚
記
』
昭
和
旧
年
・
私
家
版
に
よ
る
）
。

（
１
）
矢
口
家
の
俳
書
に
関
わ
る
報
告
と
し
て
は
、
『
冬
か
つ
ら
集
・
さ
が
日
記
他
』
（
４
５
）
に
書
き
留
め
ら
れ
た
芭
蕉
書
簡
に

注
目
し
た
、
上
野
洋
三
「
曾
良
宛
芭
蕉
書
簡
考
証
ｌ
元
禄
三
年
九
月
十
二
日
付
ｌ
」
（
『
女
子
大
文
学
』
三
十
号
昭
和
別
年

３
月
）
、
同
「
芭
蕉
書
簡
の
発
見
の
こ
と
」
（
『
校
本
芭
蕉
全
集
月
報
８
』
平
成
元
年
９
月
）
が
あ
る
。

（
２
）
俳
山
亭
文
庫
１
３
７
の
『
平
花
庵
春
帖
』
（
明
和
六
年
・
コ
ピ
ー
）
に
、
「
涼
風
」
の
名
が
見
え
る
が
、
『
新
編
高
崎
市
史
』
所

収
の
『
明
和
六
年
平
花
庵
春
帖
」
と
は
内
容
を
全
く
異
に
し
て
お
り
、
他
の
作
者
名
か
ら
し
て
も
、
別
の
書
物
と
錯
簡
し
た

戸

注
1〃

も
の
と
思
わ
れ
る
。

桃
青
社
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同
『
俳
譜
年
々
集
・
三
編
』
天
保
二
年
「
鶯
や
我
に
お
し
え
よ
法
連
寺
上
毛
丹
頂
」

同
「
徳
万
歳
』
天
保
頃
「
あ
た
上
か
に
な
れ
ば
早
散
棋
の
花
上
毛
ア
カ
ホ
リ
丹
頂
」

「
ち
上
ぶ
か
ら
は
蝶
ほ
ど
に
見
ゆ
雪
の
不
二
丹
頂
」

烏
洲
編
『
竹
の
落
葉
』
天
保
六
年
「
日
は
暮
て
さ
く
ら
は
暮
ぬ
よ
し
の
山
上
毛
ア
カ
ホ
リ
丹

頂
」

鹿
鳴
編
『
新
雨
夜
集
』
安
政
五
年
「
春
雨
に
山
は
真
白
也
赤
城
山
丹
頂
」

隷
甫
編
『
し
ろ
か
さ
ね
』
安
政
年
間
「
木
に
か
上
る
松
葉
に
た
よ
る
氷
柱
哉
丹
頂
」

碓
嶺
編
『
俳
譜
慶
応
六
百
題
』
慶
応
二
年
「
は
っ
夢
を
と
は
れ
て
笑
ふ
朝
寝
哉
上
毛
丹
頂
」

（
５
）
同
文
庫
の
和
算
の
書
は
、
正
喜
の
精
密
な
書
写
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
（
小
野
栄
重
と
の
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
）
。
一
参
に
関
し
て
は
、
岩
井
右
内
重
遠
か
ら
馬
場
小
太
郎
に
宛
て
た
一
参
の
紹
介
状
（
１
５
６
５
）
が
あ
る
。
馬
場
小

太
郎
は
関
流
六
伝
の
馬
場
小
太
郎
正
統
で
あ
ろ
う
。
「
小
子
近
友
碓
氷
郡
八
幡
之
仁
矢
口
丹
波
俳
譜
執
心
二
而
御
前
様
之
御
門

人
二
成
度
旨
．
：
」
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
岩
井
重
遠
と
は
俳
譜
に
お
け
る
関
わ
り
も
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

（
付
記
）
本
稿
は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
基
幹
研
究
「
近
世
に
お
け
る
蔵
書
形
成
と
文
芸
享
受
」
（
平
成
二
三
年
度
～
二

五
年
度
）
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
矢
口
家
、
高
崎
市
立
図
書
館
、
高
崎
市
史
編
纂
室
の
方
々
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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